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ヒ
ア
リ
ン
グ
の
経
過
報
告

平
成
二
十
二
年
度
東
京
都
に
対
す
る
予
算

要
望
書
は
、
七
月
二
十
二
日
に
東
京
都
医
師

会
に
提
出
し
、
東
京
都
医
師
会
の
要
望
書
に

反
映
さ
れ
、
東
京
都
に
提
出
さ
れ
た
（
東
京

都
医
師
会
に
提
出
さ
れ
た
当
協
会
の
要
望
の

概
要
は
枠
内
参
照
）
。
要
望
書
に
対
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

（
水
）
に
自
民
党
（
午
後
二
時
）
、
公
明
党

（
午
後
三
時
）、
民
主
党
（
午
後
五
時
）
の
三

党
と
都
議
会
議
事
堂
で
行
な
わ
れ
た
。

当
協
会
か
ら
は
河
北
会
長
、
古
畑
副
会
長
、

安
藤
副
会
長
、
猪
口
総
務
委
員
長
、
事
務
局

長
が
出
席
し
、
ど
の
党
に
対
し
て
も
東
京
都

の
医
療
機
関
の
現
状
は
「
病
院
医
療
の
崩
壊
」

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
東
京
都
医
師
会
と
共
同
で
行
な

っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
は
別
に
、
平
成
二
十
一

年
九
月
九
日
（
水
）
午
後
四
時
四
十
分
〜
五

時
に
都
議
会
民
主
党
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
。
当
協
会
か
ら
は
河
北
会
長
、
古
畑
副

会
長
、
安
藤
副
会
長
、
猪
口
総
務
委
員
長
、

事
務
局
二
名
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
、
河
北
会
長
よ
り
都
内
病
院
の

実
情
と
し
て
、「
病
院
医
療
の
崩
壊
」「
地
域

格
差
」「
東
京
都
と
地
方
（
そ
の
他
の
地
域
）

と
の
政
策
の
差
」
「
医
療
に
お
け
る
官
と
民

の
格
差
」
「
勤
務
医
の
勤
務
環
境
の
悪
化
」

「
病
院
経
営
の
厳
し
さ
。
東
京
の
高
コ
ス
ト

に
対
す
る
手
当
」
な
ど
に
つ
い
て
を
詳
し
く

説
明
し
た
上
で
、
当
協
会
独
自
に
、
次
項
に

示
す
要
望
を
提
案
し
た
。

続　
い　
て　
、　
猪　
口　
総　
務　
委　
員　
長　
よ　
り　
当　
協　
会　
要　

望　
の　
裏　
付　
け　
と　
し　
て　
、　「　
病　
院　
勤　
務　
医　
の　
勤　
務　

環　
境　
改　
善　
に　
つ　
い　
て　
」　
の　
説　
明　
を　
行　
な　
っ　
た　
。　

説
明
の
中
で
は
「
施
設
ご
と
の
医
師
数
の

年
次
変
化
」
【
表
一
】
を
始
め
と
し
た
「
医

師
数
の
推
移
」
「
医
師
の
大
卒
後
の
進
路
」

【
表
二
】
「
病
院
勤
務
医
の
勤
務
時
間
」
【
表

三
】「
医
師
の
病
院
で
の
業
務
内
容
」「
病
院

勤
務
医
の
診
療
所
へ
の
転
職
」【
表
四
】
な

ど
の
実
情
を
デ
ー
タ
で
示
し
、
当
協
会
の
要

望
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
た
。

要
望
の
概
要

一
、
東
京
都
入
院
基
本
料
の
創
設

東
京
都
の
地
域
格
差
を
考
慮
し
た
都
独
自

の
診
療
報
酬
へ
の
加
算
。
民
間
病
院
に
対
す

る
都
立
病
院
並
み
の
補
助
。

昨
年
度
の
報
告
で
は
、
都
立
病
院
へ
の
一

般
会
計
繰
入
金
は
四
百
十
七
億
六
千
五
百
二

十
三
万
円
で
あ
っ
た
。
民
間
病
院
に
、
都
立

病
院
並
み
の
補
助
が
あ
れ
ば
、
医
師
数
は
労

働
基
準
法
準
拠
に
近
い
確
保
が
可
能
と
な
る

上
、
他
職
種
へ
の
人
件
費
等
へ
の
充
当
が
可

能
と
な
り
、
勤
務
環
境
の
大
幅
な
改
善
が
期

待
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
検
討
い
た
た
だ
き
た
い
。

二
、
勤
務
医
の
外
来
診
療
に
対
す
る
負
担
軽

減
。「
地
域
一
般
病
院
（
仮
称
）」
の
創
設

医
師
の
過
重
労
働
の
原
因
の
一
つ
に
、
外

来
患
者
の
診
療
が
あ
る
。
病
院
（
特
に
病
床

数
の
多
い
病
院
）
の
外
来
受
診
を
減
ら
す
た

め
に
、「
地
域
一
般
病
院
（
仮
称
）」
の
創
設

を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

た
と
え
ば
、
百
床
未
満
の
病
院
を
「
地
域

一
般
病
院
」
と
し
た
上
で
、
診
療
所
と
と
も

に
受
診
料
の
自
己
負
担
三
十
％
を
低
減
し
、

不
足
分
は
公
費
負
担
と
す
る
。

負
担
の
財
源
と
し
て
は
、
小
児
医
療
の
無

料
化
を
や
め
る
こ
と
等
を
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

な
お
今
回
、
提
案
の
「
地
域
一
般
病
院

（
仮
称
）　」　
と
は
、　
全
日
本
病
院
協
会
が
提
唱
し

平
成
二
十
二
年
度

東
京
都
予
算
等
に
関
す
る

要
望
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
報
告

新
た
な
勉
強
会
設
置
に
向
け
て

総
務
委
員
会
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Ⅰ 医療機能の向上のための基本的施策支援
１．都内医療施設に対する教育研修支援事業

（1）教育研修支援事業

（2）医師確保対策の推進

（3）地域小児医療の研修事業推進のための予算措置

（4）看護師の復職支援の充実強化

（5）医師事務作業補助への支援助成

（6）看護師・介護福祉士等の資格取得に係る奨学

金制度への補助

２．診療情報の開示支援事業

（1）診療情報の記録様式の標準化

（2）診療情報の提供体制の構築

（3）医療機関と都民との情報に関する交流活動

（4）診療情報の電子化に伴う費用の補助

３．地域連携の構築と地域医療推進支援事業

（1）都内で医療・保健・福祉を実践している医療

機関やその職員及び医療人、市民により構成

する、地域医療連携体制構築のための検討機

関の設置

（2）各地域のネットワーク構築のために必要なIT

設備導入への補助

４．地域差是正のための補助制度の創設

５．院内保育施設補助費の拡充

６．患者図書館補助

７．家庭版かんたんプロトコール（仮称）の作成

（小児・高齢者の家庭内での急変対応）

Ⅱ医療の安全性を確保するための各種事業
１．医療の安全性に対する要望

（１）「医療関連被害救済センター」（仮称）の設置

に向けた調査・研究

（2）医療メディエーターの育成事業の創設

２．院内感染対策事業に対する補助の拡充

（1）施設整備

1）外来における感染症患者の隔離室建設に

対する補助

2）感染リスクを軽減する自動水洗(手洗い用)の

設置に対する補助

3）空調設備補助

4) スタンダード・プリコーションに必須なデ

ィスポ商品の導入配備補助

（2）教育研修事業

1）感染症対策の院内研修会などへの補助

2）感染症対策の相談窓口の設置

（委託事業としても可）

3）医療安全管理者の養成に関する補助

4）第五次医療法改正、医療計画等の推進にか

かる医療安全対策

5）療養病床再編に対応するための事業に関す

る補助

３．新型インフルエンザ対策への予算措置

４．職員安全システムの構築のための支援

て
い
る
「
地
域
一
般
病
棟
」
と
は
異
な
る
。

三
、
医
師
業
務
の
軽
減
の
た
め
の
特
区
申
請

医
師
業
務
は
、
診
断
と
治
療
に
専
念
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
業
務
を
見
直
し
、

教
育
を
受
け
た
看
護
師
や
事
務
職
に
委
譲
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
委
譲
で
き
る

業
務
を
検
証
、
実
施
し
て
い
く
特
区
の
申
請

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

四
、
家
庭
医
育
成
の
シ
ス
テ
ム
構
築

家
族
歴
を
含
め
た
健
康
相
談
や
初
期
診
察

を
家
族
単
位
で
受
け
持
つ
医
師
（
家
庭
医
）

を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
（
診
療
報
酬
を
加
味
し

Ⅲ 地域医療機能向上のための施策支援
１．救急医療体制の充実

（1）休日全夜間診療事業に関する項目

（2）東京ルールに関する項目

1）東京ルールの地域災害医療センターについて

の要望

2）受入れ困難症例補助金増額の要望

3）選定困難症例受入に対する助成

4）救急トリアージナース育成に対する助成

5）東京都の救急医療体制の広報・啓発活動に対

する助成

6）病院保有救急車の有効活用に対する助成

（3）救急相談センターへの医師派遣に対する評価

（4）救急医療研修等の充実

（5）救急車外来患者における未払いに対する損失

補填

（6）結核・結核疑い患者受入れに対する助成　

（7）精神・身体合併患者受入れに対する要望

２．慢性期医療体制の充実

（1）療養病床の介護療養型老人保健施設への転換

にかかわる新たな補助制度について

1）建替整備

2）改修

3）一般病棟、精神科病棟等療養環境改善補助

（2）耐震構造

（3）禁煙対策への補助

（4）東京都における機能転換に対しての要望

（5）介護保険制度改定による新たな食費、居住費

の利用負担に伴い、食事基準費用額に地域差

を適切に反映させるための東京都独自の補助

（6）療養病床等での急性期病院からの患者受け入

れに　対応するための補助

（7）療養病床における「慢性期救急医療」の創設

（8）介護療養型老人保健施設との連携医療機関へ

の補助

（9）緩和ケア・認知症ケア医療の充実

（10）難病患者・認知症患者等への医療補助の復活

（11）認知症患者夜間ショート入院に対する補助

（1 2）療養病床及び回復期リハビリテーション病床

の整備

1）療養病床の整備とソフト面の支援

2）回復期リハビリテーション病床の整備

３．医療費未納患者に対する貸付制度の創設及び

補填制度の拡大

４．医療施設の近代化、効率化促進

Ⅳ国に対する働きかけ
１．東京都独自の医療保険制度の枠組み変更と運

営裁量の確立

２．医療に係わる消費税にゼロ税率課税適応

３．東京都の地域格差の見直し　　

て
）
の
構
築
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

家
庭
医
の
開
業
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

五
、
そ
の
他

■

院
内
保
育
園
で
は
な
く
地
域
の
保
育
園
の

充
実

現
在
東
京
都
で
は
女
性
医
師
、
看
護

師
の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
院
内
保
育
施

設
の
設
置
を
推
進
し
て
い
る
が
、
院
内
へ
の

設
置
は
一
次
し
の
ぎ
と
し
て
は
効
果
的
で
は

あ
る
が
、
生
活
の
環
境
と
し
て
は
子
ど
も
の

成
育
に
と
っ
て
よ
い
と
は
思
え
な
い
。
各
地

域
に
保
育
、
幼
稚
園
を
増
や
す
等
、
施
設
の

充
実
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

■
診
療
所
と
の
連
携
に
つ
い
て

東
京
都
立

墨
東
病
院
で
は
、
地
域
の
産
科
医
が
当
直
に

組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
勤
務
医
の

労
働
環
境
を
改
善
す
る
方
策
と
し
て
、
当
直

に
近
隣
の
開
業
医
に
輪
番
で
協
力
し
て
も
ら

う
体
制
を
構
築
し
て
い
く
の
も
過
重
労
働
の

軽
減
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
、
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

勉
強
会
設
置
に
向
け
て

当
協
会
側
の
要
望
と
説
明
で
規
定
の
時
間

と
な
っ
て
し
ま
い
、
民
主
党
側
か
ら
の
意
見

を
確
認
す
る
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
東
京
都
の
病
院
の
実
情
に
関
し
て

は
、
改
め
て
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
感

触
が
得
ら
れ
た
。

今
後
は
継
続
し
て
地
域
差
や
補
助
金
、
特

区
申
請
な
ど
に
つ
い
て
、
中
期
に
わ
た
る
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
た
と

こ
ろ
、
都
議
会
民
主
党
か
ら
は
ぜ
ひ
近
々
の

開
催
に
向
け
て
双
方
の
調
整
を
行
い
た
い
と

の
希
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
総
務
委

員
会
で
勉
強
会
設
置
に
向
け
て
具
体
的
な
調

整
を
行
い
、
理
事
会
報
告
の
通
り
、
去
る
十

月
十
六
日
第
一
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

平成22年度東京都予算等に関する要望
（東京都病院協会に関係する要望の概要）
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1 0月1 6日、第1回の当協会と都議会民主党との勉強

会が開催されました。都議会民主党からは2 8名、当

協会からは学識者を含めた1 8名が出席して、合計4 3

名で行なわれました。第1回の勉強会は「法律と経

済・財政」をテーマとし、宮澤弁護士による「医療

関連法規と患者・医療者の権利」、河北会長による

「わが国の経済の実態と今後の医療経済のあり方」の

講演があって、その後、五阿弥宏安氏（読売新聞編

集局総務）、土居丈朗氏（慶応大学経済学部教授）に

コメントをいただき、各議員との質疑応答がかわさ

れました。今後、本勉強会は計3回実施の予定です。

十月二十日の理事会では、第５回東京都病院学会

運営委員会より、参加および演題申し込みが少ない

との報告があり、早急に申込み手続きを行なうよう

依頼がありました。

引き続きB M L総合研究所の見学会が行なわれ、

B M Lより自動検査システム「フロンティア＆シンフ

ォニー」の案内がありました。詳細は、本会報4頁に

報告しております。

理事会報告（10月）

■
教
育
倫
理
委
員
会
主
催

主
題
「
犯
罪
被
害
者
支
援
・
児
童
虐
待
問
題

に
お
け
る
医
療
機
関
の
係
わ
り
」

日
時

平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日
（
金
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

会
場

東
医
健
保
会
館
三
階
会
議
室

（
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
徒
歩
五
分
）

演
題
「
犯
罪
被
害
者
支
援
に
対
す
る

医
療
機
関
の
役
割
」

医
学
博
士
　
中
島
　
聡
美
氏

（
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研

究
所
成
人
精
神
保
健
部
犯
罪
被
害
者
等
支
援

研
究
室
長
）

「
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る

医
療
機
関
の
取
組
み
」

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
　
實
方
　
由
佳
氏

（
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
）

会
費

会
員
　
三
千
円
　
非
会
員
　
六
千
円

定
員

先
着
百
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
看
護
管
理
部
会
主
催

主
題
「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
音
楽
療
法
の

効
果
的
な
活
用
法
を
学
ぶ
」

日
時

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）

午
後
二
時
〜
四
時
三
十
分

会
場

東
医
健
保
会
館
　
三
階
中
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
徒
歩
五
分
）

講
師

和
合
　
治
久
氏

（
埼
玉
医
科
大
学
教
授
・
学
科
長
）

会
費

会
員
　
三
千
円
　
非
会
員
　
六
千
円

定
員

先
着
百
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
事
務
管
理
部
会
主
催

主
題
「
病
院
職
員
の
た
め
の
接
遇
」

日　
時　

平　
成　
二　
十　
一　
年　
十　
一　
月　
二　
十　
五　
日　
（　
水　
）　

午
後
二
時
〜
四
時
三
十
分

会
場

東
医
健
保
会
館

（
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
　
徒
歩
五
分
）

講
師

赤
尾
　
英
子
氏

（
オ
フ
ィ
ス
・
マ
イ
ル
ス
　
代
表
・
講
師
）

会
費

会
員
　
三
千
円
　
非
会
員
　
六
千
円

定
員

先
着
百
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

主
題
「
電
子
媒
体
か
ら
の

個
人
情
報
漏
洩
防
止
の
た
め
に
」

日
時

平
成
二
十
一
年
十
二
月
九
日
（
水
）

午
後
二
時
〜
四
時

会
場

東
京
都
医
師
会
館
　
四
階
講
堂

（
Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
各
線

御
茶
ノ
水
駅
　
徒
歩
五
分
）

講
師

矢
部
　
淳
志
氏

（
シ
ス
テ
ム
ア
ロ
ー
ポ
ー
シ
ョ
ン
（
株
）

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

会
費

会
員
　
三
千
円
　
非
会
員
　
六
千
円

定
員

先
着
百
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

【
申
込
み
先
】
一
般
社
団
法
人
東
京
都
病
院

協
会
事
務
局

所
定
の
参
加
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
ー
五
二
一
七
ー
〇
八
九
八

■
東
京
都
福
祉
保
健
局
主
催

主
題
「
東
京
都
地
域
医
療
対
策
講
演
会

医
師
及
び
医
療
関
係
職
等
と
の
役
割
分
担
と

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
に
つ
い
て
」

日　
時　

平　
成　
二　
十　
一　
年　
十　
一　
月　
二　
十　
六　
日　
（　
木　
）　

午
後
六
時
〜
八
時
三
十
分

場
所

東
京
都
議
会
議
事
堂

一
階
都
民
ホ
ー
ル

定
員

二
百
八
十
名
（
参
加
費
無
料
）

演
者

○
総
合
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
愛
育
病
院

院
長
　
中
林
　
正
雄
氏

安
全
で
快
適
な
妊
娠
、
出
産
の
た
め
、
産

科
医
と
助
産
師
・
看
護
師
と
の
相
互
理
解
と

信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
チ
ー
ム
医
療
の
必
要

性
を
説
く

○
東
京
医
療
保
健
大
学
医
療
保
健
学
部

看
護
学
科
学
科
長
　
坂
本
　
す
が
氏

チ
ー
ム
医
療
が
進
む
医
療
現
場
で
、
チ
ー

ム
全
体
を
把
握
し
「
そ
の
核
と
な
る
看
護

師
」
・
「
へ
こ
た
れ
な
い
看
護
師
」
の
育
成

を
モ
ッ
ト
ー
に
臨
床
の
現
場
に
強
い
看
護
師

教
育
を
実
践

締　
切　
り　

平　
成　
二　
十　
一　
年　
十　
一　
月　
十　
八　
日　
（　
水　
）　

【
問
い
合
わ
せ
先
】
〒
一
六
三
八
〇
〇
一

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
ー
八
ー
一

福
祉
保
健
局
　
医
療
政
策
部
　
医
療
人
材
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
ー
五
三
二
〇
ー
四
四
四
一

（
直
通
）



て
焼
却
・
廃
棄
。

ラ　
ボ　
内　
の　
検　
体　
搬　
送　
に　
は　
、　
ロ　
ボ　
ッ　
ト　
シ　

ス　
テ　
ム　
を　
導　
入　
、　
血　
液　
検　
体　
の　
受　
取　
り　
か　
ら　

自　
動　
分　
析　
装　
置　
へ　
の　
セ　
ッ　
テ　
ィ　
ン　
グ　
、　
検　
査　

終　
了　
後　
の　
回　
収　
ま　
で　
全　
自　
動　
化　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

検
査
は
夜
間
に
実
施
し
て
、
翌
朝
に
は
検

査
結
果
が
各
医
療
機
関
に
報
告
さ
れ
る
。

生
化
学
分
析
は
ル
ー
テ
ィ
ン
か
ら
特
殊
検

査
ま
で
四
千
を
超
え
る
検
査
領
域
を
網
羅

し
、
現
在
、
一
日
二
十
万
人
を
超
え
る
検
査
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会
務
日
誌
・
委
員
会
報
告

八
・
九
・
十
月

八
月
二
十
六
日

第
二
回
診
療
情
報
管
理
委
員
会

・
診
療
情
報
管
理
勉
強
会
全
体
会
に
つ
い
て

・
今
後
の
勉
強
会
の
計
画
に
つ
い
て

九
月
一
日

第
四
回
医
療
安
全
推
進
委
員
会

・
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

九
月
八
日

第
六
回
総
務
・
経
理
委
員
会

・
九
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

九
月
十
四
日

第
四
回
急
性
期
医
療
委
員
会

・
東
京
都
総
合
防
災
訓
練
反
省

・
今
年
度
研
修
会
に
つ
い
て

・
東
京
ル
ー
ル
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

九
月
十
七
日

第
四
回
事
務
管
理
部
会

・
研
修
会
運
営
に
つ
い
て

・
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

九
月
二
十
四
日

第
四
回
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

・
広
報
紙
一
四
九
号
反
省
お
よ
び

一
五
〇
号
企
画
に
つ
い
て

十
月
二
十
日
開
催
の
理
事
会
は
、　
理
事
会

閉
会
の
後
、
午
後
六
時
か
ら
川
越
市
に
あ
る

Ｂ
Ｍ
Ｌ
総
合
研
究
所
の
自
動
検
査
シ
ス
テ
ム

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
＆
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
の
見

学
会
を
行
な
っ
た
。　
参
加
者
は
、　
総
勢
十
七

名
。　
見
学
は
主
と
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｌ
総
合
研
究
所

の
検
体
本
部
長
工
藤
様
よ
り
本
シ
ス
テ
ム
の

案
内
を
受
け
た
。

シ
ス
テ
ム
の
主
な
流
れ
は

（
一
）
全
国
の
営
業
所
か
ら
搬
入
さ
れ
た
血

液
検
体
は
、
ま
ず
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
取
り
、

依
頼
さ
れ
た
検
査
項
目
を
検
索
。

（
二
）
検
体
は
各
種
検
査
に
必
要
な
分
量
を

取
り
分
け
た
後
、
自
動
分
析
装
置
に
て
各
種

検
査
を
実
施
。

（
三
）
得
ら
れ
た
検
査
結
果
は
、
ホ
ス
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
集
計
し
た
後
、
各
医
療
機
関

に
報
告
。

（
四
）
検
査
を
終
え
た
検
体
は
、
二
週
間
保

管
。
契
約
保
管
期
間
を
過
ぎ
れ
ば
焼
却
棟
に

Ｂ
Ｍ
Ｌ
総
合
研
究
所

見
学
会
報
告

東京都福祉保健局・東京都医師会
からの連絡事項（9月・10月）

東京都福祉保健局・東京都医師会

からの連絡事項（9月・10月）

■ 21福保高計第434号　平成21年9月18日

「療養病床転換意向等アンケート調査」の実施につい

て（依頼）

■ 21福保医安第588号　21福保健監第956号

平成21年9月29日

血液浄化療法における血液回路の接続部位のルアーロ

ック化について（周知依頼）

■ 東都医発第1829号　平成21年10月1日

医療施設の耐震化に向けた緊急整備事業に係る要望書

の提出について

■ 東都医発第1930号　平成21年10月14日

「院内感染対策サーベイランス」に係る参加医療機関

の追加募集について

■ 東都医福発第1934号　平成21年10月14日

平成2 1年度東京都在宅医療相互研修事業の実施に伴う

「東京都在宅医療推進シンポジウム」の開催について

日時：平成21年11月3日（火）午後2時～5時

場所：東京都庁第1本庁舎 5階 大会議場（参加無料）

■ 21福保健監第957号　平成21年10月16日

Ｘ線診断装置等と植込み型心臓ペースメーカー等の相

互作用に係る「使用上の注意」の改定指示等について

九
月
二
十
五
日

第
三
回
診
療
情
報
管
理
委
員
会

・
今
後
の
勉
強
会
の
計
画
に
つ
い
て

九
月
二
十
八
日

第
五
回
慢
性
期
医
療
委
員
会

・
慢
性
期
入
院
医
療
に
つ
い
て

・
療
養
病
床
の
転
換
に
つ
い
て

九
月
二
十
九
日

第
四
回
環
境
問
題
検
討
委
員
会

・
第
八
回
環
境
会
議
開
催
に
つ
い
て

・
第
五
回
東
京
都
病
院
学
会
参
加
に
つ
い
て

十
月
二
日

第
三
回
看
護
管
理
部
会

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
二
年
度
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

十
月
六
日

第
五
回
医
療
安
全
推
進
委
員
会

・
東
京
都
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

現
状
に
つ
い
て

十
月
十
三
日

第
七
回
総
務
・
経
理
委
員
会

・
十
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

十
月
十
九
日

第
五
回
急
性
期
医
療
委
員
会

・

研
修
会
に
つ
い
て

・
東
京
ル
ー
ル
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

十
月
二
十
一
日

第
二
回
教
育
倫
理
委
員
会

・
犯
罪
被
害
者
支
援
講
演
会
開
催
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

十
月
二
十
二
日

第
五
回
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

・
広
報
紙
一
五
〇
号
反
省
お
よ
び

一
五
一
号
企
画
に
つ
い
て

を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
シ
ス
テ
ム
は
、
自
動
倉
庫
シ
ス

テ
ム
と
最
終
処
分
の
た
め
の
焼
却
施
設
ま
で

一
体
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｍ
Ｌ
総
合
研
究
所

の
本
シ
ス
テ
ム
は
、
検
査
の
迅
速
化
、
無
人

化
、
精
度
や
信
頼
性
は
も
と
よ
り
、
個
人
情

報
の
保
護
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
回
避
等

に
つ
い
て
も
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
駆
使
し
て
、

血
液
検
査
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が

実
感
で
き
た
見
学
会
と
な
っ
た
。


